
中国ワークキャンプ報告in2008

Friends International Work Camp (FIWC)九州

2008年 秋　発行：FIWC九州

はじめに

たくさんの、村人をみました。

そして、

人のためにほんとうに一生懸命になっている人をみました。

人の幸せをほんとうに願っている人をみました。

誰も見ていないところで頑張りつづける人をみました。

毎日をすごく楽しんでいる人をみました。

すごく悩んでいる人をみました。

人のために、自分のために、みんなのために、ほんとうに戦っている人をみました。

人の優しさをみました。

人の笑顔をみました。

人の泣いている姿をみました。

それらは僕にとって、とても衝撃的で、強く心動かされるものでした。

そして、日本に帰ってきました。

日常が始まりました。

何事もなかったかのように、始まります。

そんな中、ふと中国でみたものを思い出すときがあります。

そしてこう感じます。

中国でもらったものはとてつもなく大きく、ずっと心の中にあり続ける。

そして、すべての人に感謝・感謝・感謝･･･

感謝です！

塩川壮挙　　　　
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　FIWC（Friends International Work Camps）について

　FIWC（フレンズ国際ワークキャンプ）の起源は、１９１９年、第１次世界大戦直後のオランダにさかのぼる。この年、オランダでは国際友

和会の会議が開かれ、「以前の敵との和解は、いかなる物質的利益をも考慮に入れない、奉仕の精神に基づく、一般的な仕事（ワーク）

によって促進される」という決議がなされた。この会議に参加していた、スイス人のクエーカー教徒ピエール・セルゾールは、これを具体

化するものとして国際ワークキャンプを提案したのだった。そして翌１９２０年、第１次世界大戦でフランスとドイツの激戦地となったウェル

ドンという村に出かけていって、戦争で破壊された村の復興を呼びかけた。その結果、かつて敵同士であったフランス、ドイツ、スイス、イ

ギリス、ポーランド、オランダ、ハンガリーなどから若者たちが参加して、１０数人でキャンプが行われるようになった。これをきっかけにし

てピエール・セルゾールは、世界で破壊された場所に行ってはキャンプを呼びかけ、その運動の輪は次第に広がっていった。これが世

界最初のワークキャンプだったのである。日本にこのワークキャンプの運動が伝わったのは、第２次世界大戦後の１９４５年に、アメリカ・

フレンズ奉仕団（AFSC）が「広島の家」建設キャンプを行ったときである。AFSCは、戦後、国外からの帰国者の住宅設備など、戦後復興

のための様々な活動を行った。そして、日本キリスト協会協議会青年部会によってワークキャンプの活動が採用され、その下で学生を

中心とした日本ワークキャンプ委員会が組織され、運動が全国的に波及していったのである。

　現在のFIWCは、この運動を引き継ぐもので、１９５０年代より日本国内外で様々な活動を展開している。現在では、関東、関西、広島、

九州に各委員会（＝支部）があり、それぞれ情報交換をしつつ、自律的な活動を行っている。

　FIWC九州は、２００４年４月に、それまで関東、関西、広島の各委員会で活動していたメンバーが九州に集まったことによって立ち上

がった新しい団体で、２００５年春、FIWC九州初のキャンプがフィリピンレイテ島において行われた。現在では、フィリピンはもちろんのこ

と、中国、国内での活動を展開している。フィリピンでは主にwater systemの整備、中国においてはハンセン病をテーマにワークキャン

プを実施。また、フリーマーケット開催による資金集め・大分県耶馬渓農業キャンプ・他団体との交流・ニュースレター発行など、国内活

動にも力を入れている。

　JIAについて

 私達がワークキャンプを開催するにあたって、必要不可欠なのがJIA。JIAワークキャンプコーディネーションセンターは2004年8月に、

ある日本人の若者により中国広州に設立されたNGOである。中国各地にワークキャンプを根付かせること、そしてそれらと世界を繋ぐワ

ークキャンプのグローバルネットワークを築くことを目的に活動を展開してきた。

これらの目的を達成するため、JIAは３つの機能を果たしている。一つ目が、中国におけるワークキャンプの情報収集と共有、次に、キャ

ンパーへのトレーニング・ワークショップの開催、そして最後に、一つ一つのワークキャンプと世界各地の団体や人々との接続の３つで

ある。　

 上記のように、情報センター、トレーニングセンター、ネットワークセンターとして活動してきたJIA。その拡大には目を見張るものがある。

たったひとりの若者が立ち上げたNGOは、中国各地でワークキャンプを広め、キャンパーのトレーニングを行ってきた。その結果、現在

は数え切れないほどの熱意あふれるキャンパーが、ワークキャンプを、そしてこのJIAを支えている。また、2007年夏からはこれまでの韓

国、日本からの参加に加え、ドイツからの学生もワークキャンプに参加しており、そのグローバルネットワークも着実に広がってきつつあ

ると言える。

　JIAのワークキャンプは現在、おもに中国のハンセン病快復村にて実施されている。キャンパーは村の生活環境を改善すべく、キャン

プ中はワークに精を出す。そして忘れてはならないのが、未だにハンセン病という病に取り付いた差別・偏見が色濃く残る中国ハンセン

病快復村とそれを取り巻く地域社会。キャンパーはワークキャンプという手段を通して、こういった社会問題にも積極的に取り組んでいる。

　ところで、JIAとはどういう意味なのか。JIAとは中国語の「家」をアルファベット表記したものである。また、同時に、"Joy In Action"、言葉

より行動を、の頭文字としての意味も持っている。"World as One Family by Work Camp"をモットーに、ワークキャンプを通した村人との

家族のようなツナガリを生み出している。

　広東省広州から始まったJIAの活動は、広西省、雲南省、湖南省へと広がりつつある。世界中のキャンパーを巻き込んだワークキャン

プが、中国全土、625のハンセン病快復村に届けられる日もそう遠くはないはずだ。

FIWC、JIA、ハンセン病について
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